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実質ＧＤＰ成長率の推移

政府消費支出・総投資

財・サービスの貿易収支

総民間国内投資

個人消費支出

GDP

 

米国経済点描（2007.09.28） 

～2007 年第Ⅱ四半期実質ＧＤＰ成長率（確定値）～ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
9 月 27 日、米国商務省経済分析局（ＢＥＡ）が公表した 2007 年第Ⅱ四半期（4 月～

6 月）の季節調整済みの実質ＧＤＰ確報値は、先月の暫定値（preliminary estimates）
から 0.2 ポイント下方修正され、年率換算で 3.8％の成長となった。 
 この推計は、貿易統計などのデータソースがより完全に出揃うのを待って実施された

ものであるが、暫定値より 0.2 ポイント下方修正されたのは、見込みよりも輸入が大き

く、非住宅構築物が小さかったことが主因で、機器・ソフトウェアへの設備投資の上方

修正と一部相殺しても、なおそれよりもインパクトが強かったためである。 
 
 2007 年第Ⅱ四半期は、3.8％と比較的高い経済成長となったが、民間消費支出の寄与

度が 1％と低い点が気になるところである。7 月と 8 月の小売・飲食店売上高の推移を

みると、第Ⅲ四半期の民間消費支出の伸びは年率 2.0～2.5％であり、この GDP 成長に

対する寄与度は 1.5％～2.0％程度になるものと予想される。 


